
(事例）入札日が7月28日、工期日数が120日で、余裕期間が90日の場合である。

実施（受注者による申請）

①設計図書作成

②入札公告

③工事の始期及び終期の通知
（契約締結前）【手続③】

例）7/29契約締結日

例）7/30工事着手日

例）10/10工事着手日
（工事の始期）【手続⑥】

10/29工事着手期日
（工事の始期期限）

11/30工期
工事完成届の受理

例）2/10工事の完成期日
（工事完成日）

検査

検査【手続⑩】

②入札公告【手続②】

余裕期間制度対象工事における事務手続きフロー

現行        余裕期間制度対象工事
計画（発注時点の設定）

①設計図書作成【手続①】

2/29工事完成期限

変更後の工事完成期限（例）3/10
（工事の変更後の終期）

例）7/28入札日

例）7/29契約締結日 例）7/29契約締結日【手続④】

当初設定
余裕期間
（90日間）
契約締結日翌日から90日以内

受注者からの申請による余裕期間
（約70日間【手続⑤】）

当初設定
工事期間
（120日間）

工事期間
（120±α日間）

工事期間の変更等
【手続⑧】

工期
（120日間）

期間
（14日以内）

前金払申請等
【手続⑦】

実工期
（当初計画）

余裕期間
（当初計画）

全体工期
（当初計画）

全体工期
(最終）

余裕期間

実工期
（最終）


